
36.4%

（182人）

14.4%

（72人）
9.6%

（48人）

4.2%

（21人）

30.2%

（151人）

5.2%

（26人）

会社員

パート・アルバイ ト・派遣社員

自営業

学生

無職

その他

◆現在、６割近くの人が「生涯学習」を実施 1P

◆生涯学習にかける費用、月額平均「7,794円」 1P

◆20代・30代の６割近くが「不況下の自己防衛のために資格や技能を身につけたい」 2P

◆自己防衛のための資格取得や技能習得にかけられる費用は、月額平均「7,252円」 2P

◆不況下の自己防衛のために取りたい資格は、「行政書士」 2P

◆７割強の人が「現在、生活が厳しい」。理由は「収入の減少、伸び悩み」が圧倒的 3P

◆臨時収入１０万円の使い道、トップは「貯金｣ 3P

◆直接学びたい著名人は、「イチロー」が２位以下を大きく引き離しトップ 4P

◆“生涯現役”だと思う著名人、トップは「森光子」 4P

◆“最も感銘を受けた本”の作者は、「司馬遼太郎」 5P

◆今の自分に最も必要な「○○力（りょく）」、トップは「忍耐力」 5P

◆“今年の漢字予想”、３年連続で「乱」がトップ 6P

◆２０１０年最も興味があるのは、「参院選」 6P

◆以前より増えたのは「政治への興味・関心」、「自宅で過ごす時間」、

　 減ったのは「貯金に充てる額」、「外食する回数」 7P

株式会社ユーキャン（本社：東京都新宿区 代表：品川惠保）は、このたび、20～60代の男女を対象に

「第８回生涯学習実態調査」を実施いたしました。「生涯学習」にかける費用や不況下の資格取得意向

など興味深い結果が得られましたのでご報告いたします。

報道各位

調査対象：20代・30代・40代・50代・60代の男女
ｻﾝﾌﾟﾙ数　：各年代男女別50名　合計500名
調査方法：インターネット・アンケート調査
調査主体：株式会社ユーキャン
調査期間：2009年12月11日～12月13日

＜目次＞

＜調査概要＞

2010年1月26日
株式会社ユーキャン

～ユーキャン「第８回生涯学習実態調査」～

“今年の漢字予想”、３年連続で「乱」がトップ
不況下の自己防衛のために取りたい資格は、「行政書士」
今の自分に最も必要な「○○力（りょく）」、トップは「忍耐力」

“最も感銘を受けた本”の作者は、「司馬遼太郎」
直接学びたい著名人は、「イチロー」が２位以下を大きく引き離しトップ



1

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

（円）

全体

男性

女性

全体 5,288円 6,531円 8 ,630円 9 ,344円 8 ,675円 7,794円

男性 5 ,765円 5,152円 10 ,522円 9 ,364円 9 ,913円 7,950円

女性 4 ,976円 7,796円 6 ,989円 9 ,325円 7 ,601円 7,636円

2004年 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年

18

18

20

28

20

31 27 37

 

0 50 100 150 （人）

20代

30代

40代

50代

60代

していない

43.8%

（219人）
している

56.2%

（281人）

■現在、６割近くの人が「生涯学習」を実施

『現在、何か「生涯学習」をしていますか』と聞いたところ、６割近くの人（281人/56.2%)が何らかの「生涯学習」
をしていることがわかりました。その内容は、「趣味として（書道、絵画、園芸、テニス、水泳、音楽鑑賞など）」
（141人/50.2%）と答えた人が多く、次いで「語学習得（英語、中国語など）」（85人/30.2%）となりました。

＜現在、何か「生涯学習」をしていますか?＞
（回答者数：500人）

＜現在、「生涯学習」としてどのようなことを行っていますか?＞
（回答者数：281人/複数回答）

『「生涯学習」をしている』と答えた人に『１ヶ月あたりどのくらい費用をかけていますか』と聞いたところ、全体
の平均額は「7,794円」となり、前年を下回りました。男女別に平均額を見ると、男性は「7,950円」と前年より
1,963円減りましたが、女性は「7,636円」と前年より「35円」増える結果となりました。

■生涯学習にかける費用、月額平均「7,794円」

＜１ヶ月あたりどのくらい費用をかけていますか?＞
（回答者数：281人　世代・男女別の内訳に関しては左下表に記載）

＜世代・男女別平均金額＞ ＜平均額年別推移＞

調査を行うにあたり、ユーキャンでは「生涯学習」を以下のように定義し、アンケートに付記しました。

「生涯学習」とは、自分の生活をより豊かにするために生涯を通じて行う活動全般です。語学や資格取得の勉強でも、
読書や音楽鑑賞、スポーツなどの趣味でも、どんなことでも自分の好きな時に好きなカタチで続けていくことです。

ＩＴ関連（パソコンの習得、ホームページ作成など）

資格を取得するための学習
　（簿記、宅建、インテリアコーディネーターなど）

知識・教養の習得（歴史、地理など）

語学習得（英語、中国語など）

趣味として
（書道、絵画、園芸、テニス、水泳、音楽鑑賞など）

読書（ビジネス書、文学書、歴史物など） 4　　11　　19　　14　　16　　64

13　　13　　6　　3　　55

6　　8　　8　　3　　19　　44

7　　3　　4　　10　　7　　31

14　　16　　17　　85

141

世代 全体 男性 女性

20代 8,194円
（52人）

10,141円
（27人）

6,092円
（25人）

30代
5,247円
（57人）

5,429円
（28人）

5,072円
（29人）

40代
7,667円
（55人）

7,918円
（28人）

7,407円
（27人）

50代
6,020円
（54人）

5,121円
（28人）

6,988円
（26人）

60代
11,397円
（63人）

11,000円
（30人）

11,758円
（33人）

全体 7,794円
（281人）

7,950円
（141人）

7,636円
（140人）

対08年 -881円 -1,963円 +35円
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世代 全体 男性 女性

20代
8,460円
（55人）

12,463円
（27人）

4,600円
（28人）

30代 7,068円
（59人）

6,034円
（29人）

8,067円
（30人）

40代
7,571円
（49人）

9,808円
（26人）

5,043円
（23人）

50代 6,444円
（36人）

6,667円
（21人）

6,133円
（15人）

60代 5,500円
（24人）

5,786円
（14人）

5,100円
（10人）

全体
7,252円
（223人）

8,440円
（117人）

5,942円
（106人）

対08年 -3,030円 -3,937円 -2,451円

順位 資格・技能

1位 行政書士 39人 17.5%) ( 

2位 宅建取引主任者 33人 14.8%) ( 

3位 ＴＯＥＩＣ® 32人 14.3%) ( 

4位
ファイナンシャル
プランナー

30人 13.5%) ( 

5位 医療事務 26人 11.7%) ( 

人数 順位 資格・技能

簿記

マイクロソフトオフィス
スペシャリスト

8位 社会保険労務士 24人 10.8%) ( 

9位 英語検定 22人 9.9%) (  

気象予報士

司法書士

人数

10位 20人 9.0%) (  

6位 25人 11.2%) ( 

55

45

59

41

49

51

36

64

24

76

0 100 200 300

はい

いいえ

（人）

20代

30代

40代

50代

60代

5,000

7,000

9,000

11,000

13,000

（円）

全体

男性

女性

全体 10 ,282円 7 ,252円

男性 12 ,377円 8 ,440円

女性 8 ,393円 5 ,942円

2008年 2009年

いいえ

55.4%

（277人）

はい

44.6%

（223人）

＜不況下の自己防衛のために資格をとったり、技能を身につけたりしたいですか?＞
（回答者数：500人）

■20代・30代の６割近くが「不況下の自己防衛のために資格や技能を身につけたい」
『不況下の自己防衛のために資格をとったり、技能を身につけたりしたいですか』と聞いたところ、「はい」と
答えた人が223人（44.6%）となりました。年代別に見ると、20代・30代では６割近い人が「はい」と答えました。

『不況下の自己防衛のために資格をとったり、技能を身につけたりしたい』と答えた人に『1ヶ月あたりどのく
らいの費用をかけられますか』と聞いたところ、全体の平均額は「7,252円」となり前年を下回りました。

■自己防衛のための資格取得や技能習得にかけられる費用は、月額平均「7,252円」

＜資格取得の勉強や技能習得のために、1ヶ月あたりどのくらいの費用をかけられますか?＞
（回答者数：223人　世代・男女別の内訳に関しては左下表に記載）

223

『不況下の自己防衛のために資格をとったり、技能を身につけたりしたい』と答えた人に『どのような資格取
得や技能習得をしてみたいですか』と聞いたところ、「行政書士」（39人/17.5%）が１位となりました。

■不況下の自己防衛のために取りたい資格は、「行政書士」

＜どのような資格取得や技能習得をしてみたいですか?＞
（回答者数：223人/複数回答）

277

＜世代・男女別平均金額＞ ＜平均額年別推移＞
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37 57 45 2944
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34.2%

（171人）

24.8%

（124人）

16.6%

（83人）

14.4%

（72人）

4.4%

（22人）

5.6%

（28人）

70 67 81 74 69

0 100 200 300 400

はい

いいえ

（人）

20代

30代

40代

50代

60代

はい

72.2%

（361人）

いいえ

27.8%

（139人）

＜現在、「生活が厳しい」と感じていますか?＞
（回答者数：500人）

■７割強の人が「現在、生活が厳しい」。理由は「収入の減少、伸び悩み」が圧倒的

『現在、「生活が厳しい」と感じていますか』と聞いたところ、７割強の人（361人/72.2%）が「はい」と答えました。

また、『現在、「生活が厳しい」と感じている』と答えた人に『その一番の理由をお答えください』と聞いたところ、
「収入の減少、伸び悩み」（212人/58.7%）が最も多い結果となりました。

＜その一番の理由をお答えください。＞
（回答者数：361人　うち男性：179人　女性：182人）

30  33  19  26  31  139

361

212 （58.7%）収入の減少、伸び悩み

物価高（生活用品等）

税・社会保険料の負担

就業機会の減少
（パート・アルバイト含む）

株価の下落

■臨時収入１０万円の使い道、トップは「貯金｣

『もし今、１０万円の臨時収入があったら主に何に使いますか』と聞いたところ、「貯金する」（171人/34.2%）が
最も多く、次いで「生活費の補填に使う」（124人/24.8%）、「旅行やレジャーに使う」（83人/16.6%）となりました。

＜もし今、１０万円の臨時収入があったら主に何に使いますか?＞
（回答者数：500人）

貯金する

生活費の補填に使う

旅行やレジャーに使う

買い物をする
（洋服、家電等）

普段より特別な食事をする

その他

貯金する

生活費の補填に使う

旅行やレジャーに使う

買い物をする
（洋服、家電等）

普段より特別な食事をする

10  10  6  10  17  53 （14.7%）

10  10  8  8  5  41 （11.4%）

1  3  1  2  9  16 （4.4%）

5  4  4  5  1  19 （5.3%）

11  10  16  32  83

13  8  72

4  5  5  5  3  22

171

124



4

順位 人名

1位 森光子 34人 34.0%) ( 

2位 野村克也 8人 8.0%) (  

3位 森繁久彌 3人 3.0%) (  

人数 順位 人名

1位 森光子 36人 36.0%) ( 

2位 日野原重明 11人 11.0%) ( 

3位 森繁久彌 5人 5.0%) (  

人数

順位 人名

1位 森光子 12人 12.0%) ( 

明石家さんま

イチロー

人数

8.0%) (  8人2位

順位 人名

1位 森光子 15人 15.0%) ( 

2位 野村克也 8人 8.0%) (  

イチロー

北野武

人数

6人 6.0%) (  3位

順位 人名

1位 森光子 20人 20.0%) ( 

長嶋茂雄

野村克也

人数

2位 8人 8.0%) (  

順位 人名

1位 イチロー 18人 18.0%) ( 

2位 野村克也 6人 6.0%) (  

王貞治

長嶋茂雄
3位

人数

4人 4.0%) (  

順位 人名

1位 イチロー 18人 18.0%) ( 

2位 野村克也 9人 9.0%) (  

3位 王貞治 5人 5.0%) (  

人数順位 人名

1位 イチロー 28人 28.0%) ( 

2位 松岡修造 7人 7.0%) (  

3位 野村克也 5人 5.0%) (  

人数順位 人名

1位 イチロー 31人 31.0%) ( 

2位 浅田真央 4人 4.0%) (  

石川遼

谷亮子

野村克也

松岡修造

人数

3.0%) (  3位 3人

順位 人名 学びたい内容

1位 イチロー
・モチベーションの維持について
・自己管理術

118人 23.6%) ( 

2位 野村克也
・人材育成
・素質を見抜くには

31人 6.2%) (  

3位 松岡修造
・スポーツの楽しさと魅力
・熱血精神

17人 3.4%) (  

4位 王貞治
・謙虚な気持ちの大切さ
・個性を大事にした育て方

13人 2.6%) (  

石川遼
・ゴルフの上達方法
・精神の鍛え方

長嶋茂雄
・スポーツの面白さ
・野球観

人数

5位 11人 2.2%) (  

＜あなたが直接著名人から学べるとしたら、誰から何を学びたいですか?（スポーツ関連）＞
（回答者数：500人）

■直接学びたい著名人は、「イチロー」が２位以下を大きく引き離しトップ

『あなたが直接著名人から学べるとしたら、誰から何を学びたいですか』と聞いたところ、スポーツ関連では
「イチロー」(118人/23.6%）がダントツでトップとなり、次いで「野村克也」（31人/6.2%）となりました。世代別に
見ても、全世代において「イチロー」が１位という結果でした。

＜“生涯現役”だと思う著名人は誰ですか?＞
（回答者数：500人）

■“生涯現役”だと思う著名人、トップは「森光子」

『“生涯現役”だと思う著名人は誰ですか』と聞いたところ、「森光子」（117人/23.4%)がトップ、次いで「野村克
也」（28人/5.6%）となりました。世代別に見ても、全世代において「森光子」が１位でした。

＜全体＞

＜20代＞ ＜60代＞＜30代＞ ＜40代＞ ＜50代＞

＜20代＞ ＜30代＞

順位 人名

1位 森光子 117人 23.4%) ( 

2位 野村克也 28人 5.6%) (  

イチロー

長嶋茂雄

5位 日野原重明 18人 3.6%) (  

3位 19人 3.8%) (  

人数

＜全体＞

＜60代＞

＜40代＞

＜50代＞

※同数の場合は50音順で掲載

※同数の場合は50音順で掲載

順位 人名

1位 イチロー 23人 23.0%) ( 

2位 野村克也 8人 8.0%) (  

クルム
伊達公子

松岡修造

人数

3位 4人 4.0%) (  
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順位 能力

1位 忍耐力 15人 15.0%) ( 

2位 行動力 5人 5.0%) (  

3位 包容力 4人 4.0%) (  

人数 順位 能力

1位 忍耐力 8人 8.0%) (  

2位 記憶力 7人 7.0%) (  

3位 判断力 4人 4.0%) (  

人数

順位 能力

1位 忍耐力 16人 16.0%) ( 

2位 行動力 8人 8.0%) (  

3位 判断力 7人 7.0%) (  

人数 順位 能力

1位 忍耐力 16人 16.0%) ( 

2位 行動力 7人 7.0%) (  

3位 経済力 4人 4.0%) (  

人数 順位 能力

1位 忍耐力 12人 12.0%) ( 

2位 行動力 5人 5.0%) (  

向上力

持久力

人数

3人 3.0%) (  3位

＜あなたが今まで読んだ本で“最も感銘を受けた本”は何ですか?＞
（回答者数：500人）

■“最も感銘を受けた本”の作者は、「司馬遼太郎」

『あなたが今まで読んだ本で“最も感銘を受けた本”は何ですか』と聞いたところ、書籍名別では「坂の上の
雲」（11人/2.2%）、作者名別では「司馬遼太郎」（23人/4.6%）がトップとなりました。

＜今の自分に最も必要だと思う能力は何ですか?「○○力(りょく)」（漢字３文字）としてお答え下さい。＞
（回答者数：500人）

■今の自分に最も必要な「○○力（りょく）」、トップは「忍耐力」
『今の自分に最も必要だと思う能力は何ですか』と聞いたところ、「忍耐力」（67人/13.4%)が最も多く、次いで
「行動力」（26人/5.2%）、「経済力」（18人/3.6%）となりました。世代別に見ても、全世代において「忍耐力」が
１位という結果でした。

＜書籍名別＞ ＜作者名別＞

＜全体＞ ＜20代＞

＜60代＞

＜30代＞ ＜40代＞

＜50代＞

ほか

ほか

ほか

ほか

ほか

順位 書籍 作者

1位 坂の上の雲 司馬遼太郎 11人 2.2%) (  

風と共に去りぬ マーガレット・ミッチェル

ノルウェイの森 村上春樹

竜馬がゆく 司馬遼太郎

人間失格 太宰治

坊っちゃん 夏目漱石

人数

5位

2位

6人 1.2%) (  

1.4%) (  7人

順位 作者 書籍

1位 司馬遼太郎
・坂の上の雲
・竜馬がゆく

23人 4.6%) (  

2位 村上春樹
・ノルウェイの森
・1Q84

14人 2.8%) (  

3位 夏目漱石
・坊っちゃん
・こころ

13人 2.6%) (  

4位 太宰治
・人間失格
・走れメロス

10人 2.0%) (  

5位 東野圭吾
・手紙
・さまよう刃

8人 1.6%) (  

人数

順位 能力

1位 忍耐力 67人 13.4%) ( 

2位 行動力 26人 5.2%) (  

3位 経済力 18人 3.6%) (  

4位 判断力 14人 2.8%) (  

5位 決断力 11人 2.2%) (  

人数
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順位 漢字 理由

1位 乱 ・景気がさらに悪化し、混乱した世の中になる
・政権交代して色々と混乱が続きそう

27人 5.4%) (  

2位 変 ・激動の年になりそうだから
・景気が良くなる社会に変わっていってほしい

26人 5.2%) (  

忍 ・厳しい生活が続くから、忍耐が今まで以上に求められる
・景気が悪いから我慢

明 ・明るい話題の年になってほしい
・今年よりは景気や社会が明るくなることを願って

5位 耐 ・不況にじっと耐える年
・不景気な時代でさまざまなことに耐えることになりそうだから

18人 3.6%) (  

人数

3位 19人 3.8%) (  

8

21

24

17

17

14

32

22

11

10

17

25

14

17

12

26

17

22

16

43

9

15

8

0 50 100 150 （人）

20代

30代

40代

50代

60代

＜２０１０年はどのような年になると思いますか?漢字１字で表して下さい。また、その理由もお答え下さい。＞
（回答者数：500人）

■“今年の漢字予想”、３年連続で「乱」がトップ

『２０１０年はどのような年になると思いますか。漢字１字で表して下さい』と聞いたところ、「乱」（27人/5.4%）
が最も多く、次いで「変」（26人/5.2%）となりました。以前の調査で２００８年・２００９年を予想した漢字でも「乱」
は1位となっており、依然として政治や経済、社会情勢に対する不安な思いが目立つ結果となりました。

＜全体＞

12.4%

（62人）

1.8%

（9人）

12.6%

（63人）

16.4%

（82人）
17.2%

（86人）

21.6%

(108人）

18.0%

（90人）

■２０１０年最も興味があるのは、「参院選」

『２０１０年最も興味があるのは何ですか』と聞いたところ、「参院選」（108人/21.6%）が最も多く、次いで「子ど
も手当支給」（90人/18.0%）、「２０１０ＦＩＦＡワールドカップ」（86人/17.2%）となりました。

世代別では違いが見られ、20代は「２０１０ＦＩＦＡワールドカップ」、30代・40代は「子ども手当支給」、50代・60
代は「参院選」がトップでした。

＜２０１０年最も興味があるのは何ですか?＞
（回答者数：500人）

参院選

バンクーバーオリンピック

子ども手当支給

２０１０FIFAワールドカップ

高速道路無料化

参院選

子ども手当支給

２０１０FIFAワールドカップ

バンクーバーオリンピック

高速道路無料化

上海万国博覧会

その他

上海万国博覧会 1  0  3  3  2  9

3  9  90

108

86

82

63
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60

（12.0%）

58

（11.6%）

55

（11.0%）

54

（10.8%）

50

（10.0%）

56

（11.2%）

39

（7.8%）

81

（16.2%）

148

（29.6%）

163

（32.6%）

176

（35.2%）

188

（37.6%）

195

（39.0%）

197

（39.4%）

224

（44.8%）

209

（41.8%）

292

（58.4%）

279

（55.8%）

269

（53.8%）

258

（51.6%）

255

（51.0%）

247

（49.4%）

237

（47.4%）

210

（42.0%）

0 100 200 300 400 500 （人）

101

（20.2%）

134

（26.8%）

261

（52.2%）

186

（37.2%）

138

（27.6%）

180

（36.0%）

0 100 200 300 400 500 （人）

249

（49.8%）

246

（49.2%）

210

（42.0%）

197

（39.4%）

194

（38.8%）

188

（37.6%）

54

（10.8%）

60

（12.0%）

102

（20.4%）

0 100 200 300 400 500 （人）

＜下記の事柄について、以前と比べて変化はありましたか?＞
（回答者数：500人）

■以前より増えたのは「政治への興味・関心」、「自宅で過ごす時間」、
　 減ったのは「貯金に充てる額」、「外食する回数」

『下記の事柄について、以前と比べて変化はありましたか』と聞いたところ、「政治への興味・関心」、「自宅で
過ごす時間」について約半数の人が「増えた」と回答しました。一方、「減った」の回答が最も多かったのは
「貯金に充てる額」、次いで「外食する回数」でした。また、メディアを取り巻く環境の変化が著しい中で、「新
聞を読む機会」については半数以上の人が「変わらない」と回答しました。

本を買う機会

増加傾向
（各事項において「増えた」の回答が最多）

減少傾向
（各事項において「減った」の回答が最多）

変わらない傾向
（各事項において「変わらない」の回答が最多）

テレビ番組の視聴時間

映画を観る機会

新聞を読む機会

インターネットでの買い物
（楽曲やゲームなどの有料ダウンロードも含む）

外食する回数

自宅で過ごす時間

友人などを自宅に招く機会

運動をする機会

貯金に充てる額

旅行やレジャーにかける費用

ドライブする機会

政治への興味・関心

増えた 変わらない 減った


